
参加費

無料
日々 の保育の中に環境教育のヒントがかくれています。

自然やいきものを題材にしたアクティビティの体験や幼児教育と環境教育の目的の解説など、
演習と講義を組み合わせた研修を行います。

こどもたちの豊かな育ちを支援し、環境の視点をもって保育展開できる指導者の育成を目的とします。

主催：大阪市環境局　共催：大阪市保育・幼児教育センター　企画運営：環境事業協会・ネイチャーおおさか共同企業体

第１回
2020

7/31金
第2回
2020

10/20火

第3回
2021

2/16火

開催時間 各回 10：00～16：30

開催場所 開催場所
花博記念公園鶴見緑地内 なにわECOスクエア 
１階研修室及び自然体験観察園

大阪市保育・
幼児教育センター 研修室

大阪市鶴見区緑地公園2-135
（Osaka Metro長堀鶴見緑地線「鶴見緑地」駅から徒歩5分）

・新型コロナウイルス感染症の影響により、中止または内容が変更となる場合があります。
・「マスクの着用」及び受付にて「体温測定」「手指消毒」などのご協力をお願い致します。

大阪市旭区高殿6-14-6
（Osaka Metro谷町線「関目高殿」駅から徒歩5分）

募集要項

申込方法

対象

申込み先

大阪市内就学前施設教職員

なにわエコスタイル申込みフォーム、またはFAXでお申し込みください。

なにわエコスタイル申込みフォーム

ＦＡＸ：06-6264-8181
https://www.naniwa-ecostyle.net/event/3145/

※裏面のFAX申込みフォームにご記入の上、送信してください。

詳しいプログラム内容は裏面をご覧ください ▶▶

定員 第1回：20名 ／ 第2回・第3回：15名（先着）
※１回のみの参加も連続での参加も可能です。  ※申込者には、係から連絡いたします。

幼児期指導者向け研修

講師 後藤 清史（野たまご環境教育研究所代表・大阪府立大学非常勤講師）

注意事項とお願い



テーマ

身近な自然でできる環境教育

［お問い合わせ先］ （一財）環境事業協会 「幼児期指導者向け研修」係 

eco-koza@naniwa-ecostyle.net　　　　　06-6121-6407　　　       06-6264-8181

プログラム詳細

FAX申込みフォーム

プログラム

解説

環境教育を目的としたアクティビティを体験

幼児期の終わりまでに育ってほしい
10の姿と環境教育

例）［違うところと同じところ］ 
　   生き物の色や形、動きの違いを学びます。
　  ［生き物さがし］ 
　  どんな場所にどんな生き物がいるのかを調べます。

所属の学校・園 ［必須］

連絡先電話番号 ［必須］ ＦＡＸ番号［必須］

研修に期待する事

参加者名 ［必須］（ふりがな）

※個人情報は、講座等開催目的の範囲内で利用するとともに、適切な方法で管理します。　※講座開催時に撮影した写真や動画は、市ホームページ等で公開する場合があります。

（一財）環境事業協会「幼児期指導者向け研修」係まで 送信先 ＦＡＸ：06-6264-8181

第１回

テーマ

2020 ７月31日（金）

幼児期の終わりまでに育ってほしい
10の姿を育む環境教育
環境教育の目的と５領域や幼児期の終わりまでに育ってほ
しい10の姿との関係を解説、幼児教育と環境教育のつな
がりをアクティビティの体験等を通じて確認します。

10：00～16：30

第3回 プログラム

解説

2021 2月16日（火） 公園などの身近な環境やそこにある
自然物を利用したアクティビティの体験

園での生活を環境教育としてデザインしよう

例）［自然のさがしもの］ 
　  自然との関わり方を学び、環境を見る目を養います。
　  ［かくれんぼバッグをつくろう］ 
　  生き物の擬態をテーマにしたクラフト制作の体験。

10：00～16：30

第2回 2020 10月２0日（火）

プログラム

解説

自然や生き物を題材にした既存の
環境教育プログラムのアクティビティを体験

環境教育としてアクティビティを設定しよう

例）［ムシってなあに？］ 
　  ムシを例に色 な々生き物の体のつくりの違いを比較します。
　   ［小さく生まれて大きくなあれ］
　   生き物が成長する様子を体で表現します。

テーマ

園活動に環境教育の視点を
取り入れよう
園での日常の中にある環境教育を探ります。既存の幼児向
け環境教育プログラムを体験し、環境教育での保育者の
役割について理解を深めます。

10：00～16：30

Eメール TEL FAX 

メールアドレス

参加希望回 ［必須］ 第１回 ／ ／ 第3回第2回 ご希望の回を丸で囲んでください。

自然物を利用した環境教育を体験します。公園などの身近
な環境やそこにある自然物を利用したアクティビティを体験
し、単なる自然とのふれあい活動からの発展を学びます。


